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学 位 論 文 要 旨 
Cytoprotective effect of chlorogenic acid against α-synuclein-related toxicity in 











































DAQに酸化されるが、α-syn/3H-DA (DAQ) 結合はpH依存的に増加した。 
(4) CGAのα-syn/3H-DA (DAQ) 結合に対する影響：α-syn/3H-DA (DAQ) 結合はpH依存的
に増加したが、CGA添加により有意に抑制された。 
 (5) CGAのPDモデル細胞に対する保護効果：α-synの過剰発現下でも、CGA添加により細
胞生存率は有意に改善した。 
 
考 察 
 本研究において、α-synへのCA酸化物の結合がα-synの重合化を惹起し、形成された可
溶性オリゴマーが細胞毒性を示すことが示唆された。さらに、システインやPBAを用いた実
験結果より、CA酸化物はキノン体を形成してα-synに結合していることが推察された。コ
ーヒーポリフェノールCGAはα-synを過剰発現したCA産生性PC12細胞に対して細胞保護効
果を有することが確認された。これは、CGAがCA酸化によるDAQ生成を抑制し、DAQ結合によ
るα-synの重合を抑制するためであると考えられた。これらの結果は、コーヒー多飲者に
はPD発症が少ないとする疫学研究結果を裏付けるものであり、CGAの摂取はPD発症予防効果
を有することが期待され、新たな創薬の可能性を示唆するものと考えられた。 
 
結 論 
本研究において、CGAはCA産生細胞におけるα-syn毒性に対して保護効果を有することが
示された。 
